
誰でも気軽に⽴ち寄れる
居場所づくり

（リーダー 久⼭雅代
メンバー ⼟井和弘・⾼⽥幸⼀郎・井上千⾹⼦）



①実践プランの背景・課題
（応募した時のこと）
いつまでもここに住み続けたいと思える町にでき
るとしたら、今の私に何ができるだろうか？と考
えるようになった。
私は、絵本講師をしています。
絵本から学ぶ、心豊かに暮らせる街づくりができ
ないかと考えるようになった。

まずは、自分が住んでいる地域で目の当たりにす
る高齢者と今社会問題になっている虐待・行き渋
り・不登校・引きこもり・」ヤングケアラなどで
社会から少し足が遠のいているひとたちが、共
感・共有できる地域にしたいと考えています。

気軽に声を掛け合うことができる、昔の田舎のよ
うな感じをイメージしています。

②やってみようと思ったこと・着眼点
（チームになって考えたこと）

誰でも、どんな些細なことでも、誰かのために役立つ
ことがあるんだ。と思える、ちょっといってみようか
な？と思える居場所づくり。

③調べてみ事例調査・文献調査
（チームでたこと）
☆ 同じような考えや視点で活動されている方や団
体のと繋がり、ZOOMを使って情報交換。
始めたきっかけや今どのように運営されているの
か？をきいてみました。
☆ 市が募集しているまちづくり大学に

申し込み参加
☆ 市議会主催の意見交換会に申し込み参加
【テーマ】市民との意見交換会

～世代をつなぐ まちづくり～
☆ 生涯学習フォーラム実行委員会主催

まちごとラボに申し込み参加
『誰一人取り残さない楽しいまちづくりとは？』
交流会にも参加

④現場見学・トライアル
（チームでやってみたこと）
☆2月11日（祝・土）13時～16時まで
大阪狭山市西山台にある

中瀬古工務店所有の商店街空き店舗
『ちいさやま』にてイベント開催
絵本で心豊かに！

えがおでつながるみんなの居場所
プログラム内容

①ドローンプログラミング
②木工クラフト（和泉市木材檜使用）
③絵本の読み聞かせとシールペタペタ絵本作り
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⑥今後の活動プラン（今後1～2年の活動イメージ）
令和5年3月11日（土）

狭山ニュータウンの未来を育むプロジェクト
まちづくり講座

空き店舗活用でまちのリノベーション！
狭山ニュータウンで空き店舗を活用したい人集まれ！！ に
大阪狭山市 政策推進部 企画グループから 先日、話題提供者としての
依頼がきました。まずは、ここで今の活動を報告させて頂くことになりま
した。これから、どのように進めていけばいいのか？など意見交換をしま
す。参加者と一緒に『住みやすいまち。』『いつまでも住み続けたいまち
づくり』に取り組みます。

⑤実践プランの再設定
（③④を経てチームで検討し直したこと・やってみたからこそ分かったこと）
対象年齢は、こどもも大人も(老若男女問わず)
プログラムは、日常では、体験体験できないこと。でも、やってみたい！と思うことを
考え取り入れて実行してみた。
参加者からは、親子（家族）で参加してよかった。是非、また参加したい。企画してほしい。
などの感想をもらえた。
参加したこどもたちが、満面の笑みで集中して取り組んでいる姿をみることができた。
やってみたい→やってみよう！→できた！と 達成感を得て自信につながったように感じた。
こどもも大人も『学ぶこと』を体験でき、楽しさを知ってもらえたのではないかと思います。
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⑦実践編で作った広報物、ツール等
広告、チラシをつくる。
SNS（LINE・Facebook・Instagram）を使用。
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実践リーダー

写真

久山 雅代

大阪ええまちアカデミーに参加
して、プロジェクトとして初の
イベント開催にワクワクドキド
キ。開催して気づいたこと。人
が人を誘ってきてくれる、すて
きなつながりのあるまち。
年齢に関係なく、参加者皆さん
の目はキラキラ輝き、出来上が
った作品を見て、満面の笑みを
浮かべ、自信に満ち溢れていま
した。改めて気づいた。みんな
の居場所のたいせつさを！
実践メンバーとの出逢いがあっ
たからこそ実現できたことに感
謝しています。

写真

実践メンバー
土井 和弘

井上 千香子

たくさんの子どもや親御さんが
集まり、ゆったり楽しんでいか
れました。

久山さんを訪ねて覗きに来られ
た方もあり、活動の良いスター
トを実感できました！

写真

実践メンバー
高田 浩一郎

実践メンバー

「ちいさやま」でのイベント通して、
参加頂いた子供から大人の皆さんの
暖かさを感じ、地域交流の広がりの
可能性」をとても感じました。

久山さんの絵本図書館楽しみにして
おります。

とても面白いイベントでした。

子どもから大人まで、男の子女の子
問わず、色んな体験に楽しんで挑戦
してくれたことに喜びを感じていま
す。

また近いうちに開催したいと言う気
持ちに溢れています。
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今後の活動案内 PR 等

参加メンバー募集中です。

LINE登録申請お願いいたします。

https://line.me/ti/g/xbOclc_F74

連絡先：LINE 絵本でつながる居場所（大阪狭山市）


